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 SHOWCASE® SUITE 8.0 インストール クイック スタート 
 
 
 

SHOWCASE SERVER の要件 

オペレーティング システムと LPP のインストール 
•   最新の PTF パッケージおよびグループ PTF を含む IBM i5/OS 

V5R4M0 または V6R1M0。 
•   5722JV1 BASE: IBM Developer Kit for Java 

(V6R1 には 5761JV1 BASE が必要) 
•   5722JV1 Option 7: Java Developer Kit 5.0 

(V6R1 には 5761JV1、オプション 7 が必要) 
•   5722JC1 BASE: IBM Toolbox for Java 

(V6R1 には 5761JC1 BASE が必要) 
•   5722SS1 Option 30: QShell  

(V6R1 には 5761SS1、オプション 30 が必要) 
•   5722SS1 Option 33: PASE (ポータブル アプリケーション ソリュ

ーション環境)  
(V6R1 には 5761SS1 オプション 33 が必要)  
PASE がインストールされていることを確認するには、GO 

LICPGM と入力してオプション 10 を選択します。iSeries SS1 
CD を使用して PASE をインストールします。 

•   JDK 5.0 を対象とする最新の Java グループ PTF   
(JDK 5.0 をインストールした後、PTF を適用してください) 

 
PASW COLLABORATION AND DEPLOYMENT 
SERVICES のサーバー要件 

PASW Deployment Portal使用するまたは Query/Report Writer から
ファイルをリポジトリに保存する場合、次のサーバー コンポーネ
ントが必要です。  
(V6R1 の場合数が異なる場合があります) 
•   5722SS1 Option 12: IBM Host Server  
•   SF99291: Java グループ PTF：  
•   SF99504: データベース グループ PTF  
•   5733W61 BASE: WebSphere Application Server V6.1 for i5/OS (ま

たは下記のオプション 1 )  
•   5733W61 Option 1: WebSphere Application Server V6.1 Express (ま

たは上記の基本オプション)  
•   WebSphere V6.1 Group PTF 
•   PASW Collaboration and Deployment Services (別売り DVD に付

属) 
•   PASW Collaboration and Deployment Services 用 ShowCase Suite 

プラグイン 
 

PC の要件 

•   Microsoft Windows Vista (Business または Enterprise edition)、
Windows XP Professional、または Windows 2000 Professional。 

•   Intel® Pentium® プロセッサ、1.8 GHz 以上 
•   OS が最低限必要とする 512 MB 以上の RAM 。 
•   MS Internet Explorer 6.0–7.0.x または Mozilla Firefox 1.5 

(Netscape Navigator はサポートされていません) 
 
 
 
 
 
 

サーバー ソフトウェアをインストールするには 

1. SAVSRVRINF コマンドを使って、現在のサーバー情報を保存
します。 詳細は、『ShowCase Suite Administrator's Guide』を
参照してください。 

2. JDK 1.5 を対象とする最新の Java グループ PTF がすでにイ
ンストールされていることを確認します。 『ShowCase Suite 
Installation Guide』を参照してください。 

3. iSeries の CD ドライブに ShowCase Suite CD を挿入します。 
4. QSECOFR または同等の権限でログインします。 
5. 「LODRUN *OPT」と入力して、Enter キーを押してください。 
6. パス名の入力を要求するプロンプトが表示されたら、デフォ

ルトをそのまま使用してください。 
7. 以降、画面に表示される指示や説明、および『ShowCase 

Suite Installation Guide』の第 5 章の説明にしたがって、イ
ンストールを完了します。  
注意： インストールに失敗する場合は、ジョブ ログを確認し
てください。 コマンド ラインから DSPJOBLOG と入力し、
F10 キーを押してください。 ページを上下にスクロールして、
目的の情報を探してください。 

8.  PASW Collaboration and Deployment Services の機能を使用す
る場合、DPLSCPKG コマンドを使用してプラグインをインス
トールします。 『ShowCase Suite Installation Guide』の第 5 
章を参照してください。 

注意： Windows にインストールする場合、インストール方法お
よび要件の詳細は PASW Collaboration and Deployment Services の
マニュアルを参照してください。 ただし、ShowCase Suite は 
PASW Collaboration and Deployment Services がサポートする環境
のサブセットをサポートしています。 

•   Windows 2003 Server (または 2003 R2) 
•   SQL Server 2005 データベース 
•   IBM WebSphere Application Server Express V6.1 または IBM 

WebSphere Application Server (full) V6.1 
または 

•   JBoss Application Server 4.2 または 5.0 (フリーウェア) 
 

マニュアルの概要 

要件およびインストール方法の詳細は、CD またはテクニカル サ
ポートの Web サイトhttp://support.spss.com/ の『ShowCase Suite 
Installation Guide』を参照してください。  

インストール後、ShowCase Suite マニュアルを利用できます。 
[スタート] > [プログラム] > [ShowCase Suite] > [マニュアル] を選択
します。  

現在までに確認されている問題点や制約も含めた最新のリリース 
ノートは、インストール時に表示できる  http://support.spss.com/ 
の ReadMe (screadme.htm) を参照してください。 

お客様からのご意見やご要望は、大切に扱わせて頂きます。 
SPSS Inc. 製品についてのご意見、ご感想は電子メールで 
suggest@spss.com までお送りください。 
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